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[序論] ペロブスカイト型構造を有するハロゲン化鉛は太陽電池、発光素子、フォトディテクタ

ー、メモリー、熱電変換素子など多くの分野に渡って開発研究が進められている。近年では

Shockley-Queisser limit を超えた高い変換効率を実現するためにシリコン太陽電池やナローバンド

ギャップペロブスカイトセルをボトムセルに用いたタンデム太陽電池の開発が精力的に進められ

ている [1,2]。我々はこれまでバンドギャップが 1.7 eV よりも大きい、いわゆるワイドバンドギャ

ップペロブスカイト (WBGP) を用いて高電圧セルやタンデムセルの開発を目指して研究を行っ

てきた。WBGP はヨウ素と臭素の比率が 1:1 程度になると著しく安定性が低下し、光照射下でヨ

ウ素豊富相と臭素豊富相に相分離することが知られている。以前、我々は FAPbIBr2 (bandgap = 1.8 

eV) を用いた高電圧セル [3] や添加剤による光相分離抑制効果について報告してきた [4]。今回

我々は FA1-xMxPbIBr2 (M = アルカリ金属)を用いた PSC において、添加剤やペロブスカイト組成

が、光相安定性や光電変換特性にどのような影響を与えるかについて研究を行った。 

 [結果と考察] SCN を含んだ FAPbIBr2 に対して更に添加剤として各種のアルカリ金属ヨウ化物

を加え、ペロブスカイト太陽電池を作製した。ペロブスカイト層の作製時のアニール温度を 120℃

から 160℃の間で変化させ、それらがどのように光相分離や光電変換特性に影響を与えるかにつ

いて検討を行った。各種の検討の結果、アニール温度の変化やアルカリ金属イオンの種類が光相

安定性や光電変換特性に対して特に大きく影響することが明らかになった (Figure 1)。講演ではデ

バイス特性等に対する温度変化や添加剤効果の詳細について報告する。 
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Figure 1 (a) J-V curves, and (b) PL change of FAPbIBr2 perovskite prepared by different temperatures. 

2023年第70回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2023 上智大学　四谷キャンパス+オンライン)15a-A401-4 

© 2023年 応用物理学会 11-014 12.5


